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主な記事
 P2  〜　�特集　吉備中央町のインバウンドの取り組みを

紹介します
 P8  〜　役場からのお知らせ
 P20〜　インフォメーション



　吉備中央町では、岡山市・真庭市と連携して「岡山型国際対応ヘルスツーリズム拠点化推進プロ
ジェクト」を展開しています。この事業は、岡山市・吉備中央町・真庭市が一体となり、岡山ゴー
ルデンルートとして観光資源を活用することにより、農業・農村体験、郷土芸能・日本文化、軽ス
ポーツ等を観光メニュー化し、観光誘致を図っています。特に生活習慣（食事等）に規制があるム
スリム（イスラム教徒）の人たちも安心して観光できる体制づくりを行っています。

岡山型国際対応
ヘルスツーリズム拠点化推進プロジェクトとは

　この事業は、「健やかに楽しむ」をテーマに、どんな国籍の方にも岡山を楽しんでもらうための
プロジェクトです。都会では経験できない岡山独自の受け入れ態勢を整備すると共に、農業・郷土
芸能など健康志向をテーマとした体験を観光ツアーの一環として宣伝しています。平成28年度～
令和２年度までの５か年計画となります。

主な取り組み内容
•�飲食店を対象にムスリムフレンドリー対応セミナー開催
・岡山ムスリムツアーガイドブック制作
・�ホームページの公開、観光ガイドプロモーション（宣伝）
ビデオの制作
・�マレーシア、インドネシア旅行業者を対象とする視察ツ
アーの実施
・ピーチマークの策定

ねぇねぇ、
インバウンドって

何？

インバウンドの取り組みを紹介します
吉備中央町の

?
特 集

岡山ムスリムツアーガイドブック2019

ムスリム対応ピーチマークについて
　ムスリムフレンドリー（ムスリムの人たちが快適に過ごせる環境）の提供ができる
レベルを満たしている店舗や製品に対して２市１町で独自に策定しているピーチマー
クを表示し、外国人観光客全般へのおもてなしにつなげています。

町内のピーチマーク取得店
　・吉備高原リゾートホテル
　・�農家民宿みっちゃん、農家民宿行ちゃん、�

農家民宿池ノ上、農家民宿たえこ
　・株式会社シーワン（ハラル認証取得）

インバウンド
とは、 海外の方が日本を訪れる旅行のことを言います。
近年、 外国人旅行客数は増えつつあり、 平成30年
度岡山県外国人旅行者宿泊者数は35万人を超えてい
ます。（岡山県観光課調べ）

協働推進課
山川主事補
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吉備中央町に
インドネシアの女優プリシアさんがやってきた！

　６月11日・12日、インドネシアの女優プリシアさんとスタッフ11名が吉備中央町を訪れました。
加工品づくりや農業体験、農家民宿での宿泊等の観光メニューを体験してもらい、それを撮影しイ
ンドネシアのメディアで放送することにより、吉備中央町の魅力を発信してもらう取り組みを行い
ました。

道の駅かようで
ブルーベリージャム作り

インド
ネシア

から

取材
って凄

いね！

農家
民宿

みっち
ゃん

にて農
業体

験

加茂大祭でモニターツアー実施
　昨年度、岡山県指定重要無形民俗文化財に指定されている「加茂大祭」を体験するモニターツアー
を各神社と地域の皆さまの協力を得て実施しました。これは、
日本の伝統文化に興味がある外国人を対象とした観光ツアーの
商品化を実現するための検証を行ったものです。
　外国人・在日外国人約50名が参加し、各神社に分かれて神輿
担ぎや笛、太鼓、獅子舞などを体験したり、ご馳走を一緒に食
べたりと祭りを満喫すると共に、地域の方と触れ合い、お祭り
を楽しんでいました。

お問い合わせ先 　協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301

・�地域の方は惜しみなく文化や食の楽しみ
を提供してくれてありがたかった。
・�沢山の異文化・習慣に触れて、大いに価
値があるものだと感じた。
・�まつり体験型ツアーは、多くの外国人が
興味を持っている。

今年も実施
予定です！◆

モニターツアー参加者の声

協働推進課
中山班長
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岡
山
県
保
健
福
祉
部
長

表
彰
を
受
賞

中
国
四
国
管
区
行
政
評
価

局
長
表
彰
を
受
賞

栄
養
改
善
協
議
会
長
表
彰
、

奨
励
賞
を
受
賞

まちの話題まちの話題
岡
山
県
土
木
協
会
表
彰
を
受
賞

　
５
月
28
日
、
岡
山
県
医
師
会
館
で
岡
山
県

愛
育
委
員
連
合
会
総
会
が
行
わ
れ
、
長
年
愛

育
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
方
を
対
象
に
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
で
は
岡
山
県

保
健
福
祉
部
長
表
彰
を
円
城
支
部
の
瀬
嶋
由

美
子
さ
ん
（
小
森
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
部
長
表
彰
は
、
10
年
以
上
顕
著

に
愛
育
委
員
活
動
を
行
っ
た
方
に
贈
ら
れ
ま

す
。
瀬
嶋
さ
ん
は
、
平
成
７
年
か
ら
通
算
18

年
に
わ
た
り
、
乳
幼
児
か
ら
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
ま
で
、
き
め
細
や
か
な
家
庭
訪
問
を

行
い
、
住
民
の
健
康
状
態
の
把
握
・
健
康
保

持
増
進
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
で
困
っ
て
い
る
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
愛
育
委
員

と
し
て
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
５
月
24
日
、メ
ル
パ
ル
ク
岡
山
に
お
い
て
、

岡
山
県
土
木
協
会
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、

田
土
の
川
東
地
区
環
境
を
守
る
会
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
道
路
、
河
川
、

砂
防
に
関
し
て
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
環
境

美
化
活
動
や
活
性
化
に
功
績
が
あ
っ
た
個

人
、
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
川
東
地
区
環
境
を

守
る
会
は
、
長
年
に

わ
た
り
田
土
地
内
を

流
れ
る
吉
長
川
周
辺

等
の
清
掃
美
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
度
の

受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
６
月
４
日
、
岡
山
県
医
師
会
館
で
岡
山
県

栄
養
改
善
協
議
会
総
会
が
行
わ
れ
、
岡
山
県

栄
養
改
善
協
議
会
長
表
彰
に
丸
山
恵
子
さ
ん

（
上
竹
）、奨
励
賞
に
込
山
京
子
さ
ん
（
尾
原
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
丸
山
さ
ん
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
栄
養
改

善
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
乳
幼
児
期
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
健
康
づ
く
り

を
積
極
的
に
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
込
山
さ
ん
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
栄
養
改

善
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
新
し
い
発
想
を

取
り
入
れ
な
が
ら
学
校
、
行
政
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
等
と
連
携
し
、
様
々
な
活

動
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
５
月
28
日
、
多
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
難
波
裕
視
さ
ん

（
北
）が
中
国
四
国
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
難
波
さ
ん
は
平
成
23
年
か
ら
行
政
相
談
委

員
と
し
て
、
毎
月
定
例
相
談
の
開
設
を
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
Ｐ
Ｒ
ブ

ー
ス
を
開
設
す
る
等
の
活
動
を
さ
れ
、
地
域

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
行
政
に
関
す
る

苦
情
の
解
決
等
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
岡
山
行
政
相
談
委
員
協
議
会
の
理

事
と
し
て
、
地
域
住
民
の
行
政
相
談
窓
口
の

確
保
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

丸山恵子さん（上竹）込山京子さん（尾原）
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●Topics of the Town●

吉
備
中
央
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

防
犯
功
労
団
体
・
防
犯

功
労
者
表
彰
を
受
賞

岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進 

委
員
協
議
会
表
彰
を
受
賞

賀
陽
荘
が
ユ
ー
ス
エ
ー
ル

認
定
企
業
に
認
定

　
５
月
23
日
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
吉
備

中
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
が
開
催
さ

れ
、
約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
等
に

貢
献
さ
れ
た
２
つ
の
団
体
と
個
人
10
名
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

団
体
の
部

　
井
原
老
人
ク
ラ
ブ
、
北
老
人
ク
ラ
ブ

個
人
の
部

　
毛
利　
　
政
（
下
加
茂
老
人
ク
ラ
ブ
）

　
沼
本　
宣
甫
（
円
城
ほ
ほ
え
み
会
）

　
酒
井　
　
徹
（
井
原
老
人
ク
ラ
ブ
）

　
竹
林　
茂
之
（
湯
楽
会
）

　
杉
本　
節
子
（
杉
谷
老
人
ク
ラ
ブ
）

　
村
上　
昭
一
（
八
幡
老
人
ク
ラ
ブ
）

　
藤
井　
光
子
（
豊
野
老
人
ク
ラ
ブ
）

　
神
子　
里
江
（
湯
山
老
人
ク
ラ
ブ
）

　
三
宅　
政
雄
（
吉
川
南
令
和
会
）

　
妹
尾　
茂
子
（
西
老
人
ク
ラ
ブ
）

　
　
６
月
22
日
、
津
山
市
で
開
催
さ
れ
た
岡

山
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大
会
に
お
い
て

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
上
田
悦
子
さ
ん

（
上
野
）
國
只
洋
子
さ
ん
（
円
城
）
が
、岡
山

県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
、
15
年
以
上
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
積
極
的

に
運
営
に
携
わ
ら
れ
て
お
り
、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
大
変
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
６
月
３
日
、
社
会
福
祉
法
人
吉
備
健
生
会

賀
陽
荘
（
上
竹
）
が
、
厚
生
労
働
大
臣
認
定

「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
」
に
認
定
さ
れ
、

６
月
14
日
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
に
お
い
て
認

定
通
知
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
認
定
制
度
は
、
若
者
の
採
用
・
育
成

に
積
極
的
で
雇
用
管
理
が
優
良
な
企
業
が
認

定
さ
れ
る
も
の
で
、
町
内
で
は
「
セ
メ
ダ
イ

ン
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社
」「
瀬
戸
内
部
品
株
式

会
社
」
に
続
き
３
社
目
の
認
定
企
業
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
６
月
末
日
現
在
の
岡
山
県
内
に
お

け
る
認
定
企
業
は
18
社
と
な
り
ま
す
。

　
６
月
７
日
、
岡
山
北
警
察
署
で
防
犯
功
労

団
体・防
犯
功
労
者
表
彰
受
賞
式
が
行
わ
れ
、

ア
ク
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
か
み
た
け
（
上
竹
）
が

防
犯
功
労
団
体
表
彰
を
、
香
山
威
佐
夫
さ
ん

（
大
木
）が
防
犯
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
ア
ク
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
か
み
た
け
は
現
在
26

名
で
「
見
せ
る
」
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に

貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
香
山
さ
ん

は
地
域
と
警
察
が
連
携
し
て
地
域
安
全
活
動

を
行
う
上
で
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
長
年
活
躍

さ
れ
て
お
り
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

國只洋子さん（円城） 上田悦子さん（上野）
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ケ
ロ
ポ
ン
ズ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

岡
崎
嘉
平
太 

国
際
奨
学
財
団
交
流
会

吉
備
中
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

消
防
団
新
入
団
員
任
命
式

　
６
月
８
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会

館
で
キ
ッ
ズ
ソ
ン
グ
「
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス
」
で

お
馴
染
み
の
ケ
ロ
ポ
ン
ズ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約
８

０
０
名
の
家
族
連
れ
等
が
来
場
し
、
ウ
ク
レ

レ
や
ピ
ア
ノ
を
使
っ
た
遊
び
歌
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で

放
送
し
て
い
た
「
ひ
っ
つ
き
も
っ
つ
き
」
や

「
に
じ
」
が
流
れ
る
と
、館
内
に
は
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
響
き
わ
た
り
、
曲
に
合
わ
せ
て

歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
は
ト
ッ
テ
ィ
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
バ
ケ
ツ
綿
あ
め
が
販

売
さ
れ
た
ほ
か
、
コ
ン
サ
ー
ト
後
に
は
ケ
ロ

ポ
ン
ズ
の
サ
イ
ン
会
が
行
わ
れ
、
大
い
に
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
６
月
５
日
、
吉
備
高
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
場
で
第
８
回
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
健
康
増
進
と
老
人
ク
ラ
ブ
同
士
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
大
会
に
は
１
３
６
名
が
参
加
し
、

青
葉
が
映
え
る
吉
備
高
原
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
目
指
し
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
上
位
３
名
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

　
優　
勝　
池
本　
龍
一
（
吉
川
）

　
第
２
位　
石
井　
正
美
（
大
和
）

　
第
３
位　
津
島　
常
夫
（
竹
部
）

　
６
月
14
日
、
岡
崎
嘉
平
太
国
際
奨
学
財
団

第
29
期
生
が
町
を
訪
れ
、
大
和
小
学
校
で
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岡
崎
嘉
平
太
国

際
奨
学
財
団
は
故
岡
崎
嘉
平
太
氏
の
遺
志
に

よ
っ
て
１
９
９
０
年
に
設
立
さ
れ
、
ア
ジ
ア

諸
国
か
ら
日
本
留
学
を
希
望
す
る
青
年
に
対

し
、
大
学
院
修
士
課
程
で
学
ぶ
た
め
の
学
費

負
担
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
５

名
の
留
学
生
が
嘉
平
太
氏
の
故
郷
を
訪
問

し
、
大
和
小
学
校
児
童
58
名
と
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
や
風
船
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
等
を
行
い

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元

野
山
の
会
と
一
緒
に
大
和
山
で
記
念
植
樹
等

を
行
い
ま
し
た
。

　
６
月
２
日
、
豊
野
小
学
校
運
動
場
で
吉
備

中
央
町
消
防
団
新
入
団
員
任
命
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
は
15
名
の
入
団
が
あ
り
、

新
入
団
員
を
代
表
し
て
上
竹
荘
分
団
第
１
部

の
菅
野
慶
彦
団
員
が
「
消
防
法
な
ど
の
諸
規

定
を
遵
守
し
て
、
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
火
災
か
ら
保
護
す
る
と
共
に
、
水
火

災
ま
た
は
地
震
等
の
災
害
を
防
除
し
、
職
務

を
執
行
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま
す
」
と
力

強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。
式
終
了
後
に
は
幹
部

訓
練
が
行
わ
れ
、
町
内
22
か
所
の
機
庫
点
検

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
４
月
１
日
現

在
の
吉
備
中
央
町
消
防
団
員
は
５
０
５
名
で

す
。
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●Topics of the Town●

町
営
バ
ス「
き
び
プ
ラ
ザ
～
岡
山

医
療
セ
ン
タ
ー
線
」運
行
開
始
式

御
北
小
学
校
30
周
年
記
念
式
典

吉
備
中
央
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

定
住
奨
励
金
授
与
式

　
６
月
25
日
、
賀
陽
庁
舎
で
、
住
み
た
い
ま

ち
定
住
奨
励
金
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
就
業
奨
励
金
の
対
象
者
３
名
が

出
席
。
式
で
は
、
山
本
町
長
か
ら
対
象
者
一

人
ひ
と
り
に
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
た
後
「
町

内
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
町
内
に
居
を

構
え
、
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
嬉

し
い
。
ぜ
ひ
、
故
郷
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て

ほ
し
い
」と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
月
22
日
、
御
北
小
学
校
で
創
立
30
周
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は

御
北
小
学
校
児
童
と
保
護
者
、歴
代
学
校
長
、

歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
卒
業
生
等
約
２
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
岸
本
秀
樹
実
行

委
員
長
（
尾
原
）
が
「
30
年
間
引
き
継
い
で

き
た
御
北
の
心
を
子
供
た
ち
に
も
繋
げ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
後
、
長
年
学

校
教
育
に
貢
献
さ
れ
た
沼
本
英
雄
さ
ん
（
下

土
井
）
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
児
童
に
よ
る
合
唱
、
歴
代
卒
業
写
真

等
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映
が
行
わ
れ
、

最
後
に
、
校
庭
に
出
て
児
童
が
将
来
の
夢
等

を
書
い
た
紙
を
風
船
に
付
け
、
バ
ル
ー
ン
リ

リ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
24
日
、
き
び
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
町
営

バ
ス
「
き
び
プ
ラ
ザ
～
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー

線
」
の
運
行
開
始
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
関
係
者
約
30
名
が
見
守
る
中
、

運
行
開
始
を
祝
う
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
来
賓
を
代
表
し
て
黒
田
町
議
会
議

長
が
「
今
日
の
運
行
開
始
が
町
の
公
共
交
通

の
大
き
な
一
歩
と
な
っ
て
、
今
後
、
町
内
各

地
か
ら
き
び
プ
ラ
ザ
へ
の
移
動
手
段
も
確
保

し
て
い
た
だ
く
よ
う
期
待
し
ま
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
町
営
バ
ス
は
１
日
２
往
復
の
運
行

で
、
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
院
、
お
見

舞
等
に
便
利
な
バ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
15
日
、
か
よ
う
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

に
お
い
て
、
体
育
協
会
主
催
の
第
13
回
吉
備

中
央
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
前
日
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
体
育
館

で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
、
３
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
優　
勝
：
Ｋ
Ｙ
Ｓ
（
賀
陽
荘
）

　
準
優
勝
：
御
北
マ
マ
サ
ン

　
３　
位
：
竹
荘

定住奨励金交付者数
（平成31年４月～今回交付者まで）
就業奨励金 　８組
Ｉターン奨励金 １世帯（３人）
Ｕターン奨励金 １世帯（４人）
結婚祝金 　０組

https://kibichuo-town.mamafre.jp

定住サイト 子育て応援サイト

http://www.town.kibichuo.lg.jp/site/teijyu/
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役場からのお知らせ

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生

活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た

ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
!!

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

は
が
き
、携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

・
消
費
者
金
融
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

●�

時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－
５
４

－

１
３
１
６

【
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご

と
相
談
）を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談

　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年

金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機

構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え

し
ま
す
。

●�

日　
時　
８
月
15
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●�

会　
場　
吉
川
支
所
相
談
室

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
14

日
㈬
正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。（
受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

●「
親
プ
ロ
」
っ
て
何
？

　
こ
れ
か
ら
親
に
な
ろ
う
と
す
る
若
い

世
代
の
方
か
ら
、
現
在
子
育
て
真
っ
最

中
の
方
、
そ
し
て
孫
育
て
期
の
祖
父
母

の
方
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
方
を
対
象

に
し
た
「
親
育
ち
」
を
応
援
す
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
身
近
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
資
料
を
も
と
に
参
加
者
同
士

が
話
し
合
い
、交
流
し
な
が
ら
学
ぶ「
参

加
型
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
修
会
や
子
育
て
講
座
、
学
級
懇

談
、
就
学
前
検
診
等
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
保
護
者
等
が
集
ま
る
機
会
に
、
保
護

者
同
士
が
交
流
し
な
が
ら
子
育
て
に
必

要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
学
ぶ「
親
プ
ロ
」

を
使
っ
て
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
学
習

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
進
行
し
た
り
、

学
習
効
果
が
高
ま
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し

た
り
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行

役
）
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時　
８
月
26
日
㈪

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
45
分

●
会　
　
場　
き
び
プ
ラ
ザ
１
階

　
第
１
会
議
室（
吉
川
４
８
６
０

－

６
）

●
対
象
者

　

�

家
庭
教
育
・
子
育
て
等
に
携
わ
る
地

域
の
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
、
幼
稚
園
・

保
育
園
・
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中

学
校
教
職
員　
等

●
申
込
期
限　
８
月
９
日
㈮

●�

申
込
方
法

　

�

チ
ラ
シ
裏
面
の
参
加
申
込
書
を
切
り

取
り
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

教
育
委
員
会
事
務
局
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

※�

チ
ラ
シ
は
役
場
、
公
民
館
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
教
育
委
員
会
事
務
局　
生
涯
学
習
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

９
１
９
１

相　
　
談

「
親
育
ち
子
育
て
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム（
通
称「
親
プ
ロ
」）」

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成

講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

日時 ８月22日㈭　午前９時～正午

会場 豊野公民館 井原コミュニ
ティセンター

内容 行政・人権・福祉 行政・福祉

●お問い合わせ先
　住民課　戸籍住民班� ☎0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎0867-34-1522

日　
に　
ち

会　
　
　
場

８
月
６
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室

８
月
20
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室
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INFORMATION FROM OFFICE

経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調

査
を
実
施
し
ま
す

　
吉
備
中
央
町
で
は
令
和
元
年
８
月
１

日
か
ら
令
和
２
年
１
月
末
ま
で
の
期

間
、「
経
済
セ
ン
サ
ス-
基
礎
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ
て
の

産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
活
動
状

態
等
の
基
本
的
構
造
を
全
国
及
び
地
域

別
に
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、事
業
所・

企
業
を
対
象
と
す
る
各
種
統
計
調
査
の

母
集
団
情
報
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
が
町
内
す
べ
て
の

事
業
所
の
活
動
状
態
を
実
地
に
確
認

し
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど
一

部
の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配
布
す
る

こ
と
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

事
業
所
皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課　
総
合
政
策
班　

�

☎
０
８
６
６

－
５
４

－

１
３
１
４

　
吉
備
中
央
町
、
高
梁
市
、
新
見
市
合

同
で
、「
国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家
」

に
て
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
素
敵
な
出
会
い

を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

●�

日　
時　
９
月
14
日
㈯

午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

●�
場　
所

　

�
国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家

　
（
吉
川
４
３
９
３

－

８
２
）

●�

参
加
条
件　

�
25
歳
～
45
歳
く
ら
い
ま

で
の
独
身
男
女

※�

男
女
と
も
地
域
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

募
集
定
員　
男
女
各
20
名（
計
40
名
）

●�

参
加
費　
男
性　
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
女
性　
２
，
０
０
０
円

●�

締
切
日　
９
月
１
日
㈰

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
と
な
り
ま

す
。

●�

送
迎
等

　

�

男
性
は
現
地
集
合
・
現
地
解
散
、
女

性
は
希
望
者
の
み
無
料
送
迎
が
あ
り

ま
す
。

●
主　
催

　

�

吉
備
中
央
町
結
婚
推
進
協
議
会
・
高

梁
市
ま
ち
づ
く
り
結
婚
推
進
連
絡

会
・
新
見
市
結
婚
推
進
協
議
会

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
定
住
促
進
課

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
１
１
６

　
有
限
会
社
チ
ア
ー
ズ（
担
当　
山
根
）

　
〒
７
１
０

−

０
０
０
１

　
岡
山
県
倉
敷
市
三
田
76

－

１

�

☎
０
８
６

－

４
８
４

－

０
０
２
０

　

�（
午
前
10
時
～
午
後
６
時　

土
日
祝

Ｏ
Ｋ
）

　
Ｈ
Ｐ　

http://cheer-s.com
/190914 

　
町
で
は
日
常
生
活
に
必
要
な
各
種
手

続
き
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
を

掲
載
し
た
地
域
情
報
誌
「
吉
備
中
央
町 

暮
ら
し
の
便
利
帳
（
２
０
２
０
保
存

版
）」
の
発
行
を
令
和
２
年
１
月
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
暮
ら
し
の
便
利
帳
の
発
行
に
あ

た
り
、
住
民
の
方
へ
の
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
情
報
提
供
を
実
現
す
る
た
め
、

民
間
事
業
者
と
の
官
民
協
働
事
業
と
し

て
取
り
組
む
も
の
で
、
地
域
事
業
者
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
る
広
告
掲
載
費

用
に
よ
り
作
成
し
、
町
内
全
世
帯
に
配

布
す
る
も
の
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
官
民
協
働
事
業
の
趣
旨
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
広

告
募
集
に
お
伺
い
し
た
際
に
は
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

●�

発
行
時
期　
令
和
２
年
１
月（
予
定
）

●�

配　
　
布

　
町
内
全
世
帯
へ
無
償
配
布

※
転
入
者
に
も
役
場
窓
口
で
配
布

　
５
，
８
０
０
部
（
64
ペ
ー
ジ
程
度
）

●�

協
働
発
行
事
業
者

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
山
陽
支
店

�

☎
０
８
４

－

９
８
２

－

５
５
５
７

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課　
公
聴
広
報
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
４

「
国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家�

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」開
催

～
素
敵
な
出
会
い
を�

�

見
つ
け
ま
せ
ん
か
？
～

「
吉
備
中
央
町 

暮
ら
し
の

便
利
帳
（
２
０
２
０
保
存

版
」を
作
成
し
ま
す
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役場からのお知らせ

ロ
マ
ン
高
原�

�

夏
休
み
ア
ニ
メ
劇
場

　
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
多
目

的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
夏
休
み
ア
ニ
メ
劇

場
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
で
ど

な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。（
先
着
１
０
０
名
）

●
上
映
日
時

・
ト
ム
＆
ジ
ェ
リ
ー
１　
８
月
７
日
㈬

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

・
ト
ム
＆
ジ
ェ
リ
ー
２　
８
月
14
日
㈬

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

・
ト
ム
＆
ジ
ェ
リ
ー
３　
８
月
21
日
㈬

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

・
ト
ム
＆
ジ
ェ
リ
ー
４　
８
月
28
日
㈬

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

＊�

宿
題
が
終
わ
っ
た
ら
総
合
会
館
へ

行
っ
て
、
ト
ム
＆
ジ
ェ
リ
ー
を
み
ん

な
で
楽
し
く
見
よ
う
！

●
会　
場

　
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

　
多
目
的
ホ
ー
ル　

●
主　
催

　
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
協
働
推
進
課　
地
域
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
１

夏
休
み
限
定
！�

ピ
ア
ノ 

ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー
を
弾
い
て
み
よ
う

　
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
レ
イ

ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ピ
ア
ノ

ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
を
一
般
開
放
い

た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
個
人

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
発
表
会
の
練
習
な

ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
日　
時

　
�

７
月
24
日
㈬
～
８
月
31
日
㈯
の
期
間

内
で
毎
週
水
曜
日
、
土
曜
日

　
�

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
※
水
曜
日

の
み
午
後
８
時
ま
で
利
用
可
能
）

※�

但
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
ホ
ー
ル
が
使

用
で
き
な
い
場
合
は
、
利
用
中
止

●
会　
場

　
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

●
使
用
料　
無
料

●
そ
の
他

・�

利
用
は
予
約
制
で
１
人
に
つ
き
、
１

時
間
利
用
可
能

・
団
体
は
２
時
間
利
用
可
能

・�

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
の
冷
房
は
使
用

で
き
ま
せ
ん

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
協
働
推
進
課　
地
域
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
１

沿線市町村の特産品が抽選で当たる！！！
ぶらりおでかけスタンプラリー

　中国横断自動車道岡山米子線の一層の利用促進と全線４車線化の早期実現に向けた機運を盛
り上げるため、スタンプラリーを実施しています。
◇期　　間　令和元年12月23日㈪まで
◇内　　容　�対象のSA、PAと関係市町村の観光施設において、応募用紙にスタンプを押し、

82円分の切手を貼って「岡山県土木部道路建設課」あてに郵送してください。ま
たは、スマートフォン等から位置情報を取得し、デジタルスタンプを集めて応募
することもできます。抽選の上、当選者には地域の特産品等をお送りします。詳
しくは、企画課総合政策班へお問い合わせください。

◇応募締切　【第１回】９月30日㈪　必着　　【第２回】12月27日㈮　必着
　　　　　　※�応募締切に合わせて抽選は２回に分けて行いますが、１人１回のみ抽選対象と

なります。
◇実施主体　岡山県・中国横断自動車道４車線化促進岡山県期成会
　　　　　　※�吉備中央町では、道の駅かよう、賀陽庁舎、加茂川庁舎、各支所、出張所、か

もがわ総合福祉センターに応募用紙を設置しています。

お問い合わせ先 　企画課　総合政策班　☎0866－54－1314
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INFORMATION FROM OFFICE

柔道整復師（整骨院・接骨院）のかかり方について
　整骨院・接骨院で施術を受けた場合、国民健康保険が使える場合と使えない場合があります。
　健康保険は、治療を目的としたものであり、下記のように国民健康保険の対象にならない場合もありますの
で負傷の原因は正確にきちんと伝えましょう。

（例）
・単なる肩こりや筋肉疲労
・�神経痛、リウマチ、ヘルニアなど慢性的な
病気
・脳疾患の後遺症などの慢性病
・スポーツなどの肉体疲労からの回復目的
・労災保険が適用となる仕事中のケガ

　上記、「保険が使えない場合」の施術は保険の対象とはなりません。
◎ご注意ください
　保険が使えない場合、｢国民健康保険が使える」と説明を受け整骨院・接骨院を受診されても、その治療費
は、全額自己負担する必要があります。
　その場合、後日整骨院・接骨院から請求されるか、もしくは保険者である「吉備中央町」から請求させてい
ただくことになります。

療 養 費 の 適 正 化 に ご 協 力 く だ さ い
⃝負傷原因を正確に伝えましょう
　外傷性の負傷でない場合や、負傷原因が労働災害に該当する場合は国民健康保険は使えません。
　また、交通事故の場合は、保険者である「吉備中央町」へ必ず連絡してください。
⃝�療養費支給申請書の負傷原因、負傷名、日数、金額をよく確認し、必ず自分で署名しましょう
　療養費支給申請書は、負傷名や日数などを確認し、署名か記名押印をしてください。
⃝病院での治療との重複はできません
　保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷等の治療中は、施術を受けても保険等の対象になりません。
　※施術が長期にわたる場合、内科的要因も考えられますので、医師の診断を受けましょう。
⃝領収書は必ずもらいましょう
　領収書の無料発行が義務づけられています。
　領収書は ｢医療費控除｣ を受ける際にも必要になりますので大切に保管してください。

　皆さんやご家族の方が病気やケガのため被保険者証で診療や施術を受けた場合に、保険者である「吉
備中央町」から医療機関等に支払われる医療費は、皆さんが納めている保険税等によってまかなわれて
います。病院や整骨院・接骨院は、正しくかかりましょう。

お問い合わせ先 　保健課　医療保険班　☎0866－54－1326

外傷性の骨折、脱臼、打撲及び捻挫等
（いわゆる肉ばなれを含む）
（例）
 日常生活やスポーツ中に転んで膝を打ったり、
足首をひねったりして、急に痛みがでたとき
※�骨折、脱臼については医師の同意が必要で
す（応急処置を除く）

保険が使える場合 保険が使えない場合
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役場からのお知らせ

 児童扶養手当・特別児童扶養手当の現況届をお忘れなく！
　児童扶養手当・特別児童扶養手当の受給資格のある方は、８月１日現在の現況届を役場に提出してください。
　この現況届は、引き続き手当を受ける資格があることを確認すると共に、手当の額を決定するためのもの
です。現在、手当を受けているいないに関わらず、受給資格のある方全員が対象です。もし、現況届が提出
されない場合は、８月以降の手当が受けられなくなり、２年以上提出されないと受給資格そのものがなくな
りますのでご注意ください。

児童扶養手当
●提出期間　８月１日～8月30日まで

対象児童数 全部支給 一部支給
児童１人目 42,910円 42,900円～10,120円
児童２人目 10,140円加算 10,130円～5,070円加算

児童３人目以降
（１人につき） 6,080円加算 6,070円～3,040円加算

※�一部支給の額、２人目、３人目以降の加算額は、所得額に応じて決
定されます。

※�請求者又は扶養義務者の所得状況（所得制限限度額以上）等により、
手当が支給されない場合があります。

お問い合わせ先
子育て推進課　子育て推進班　☎0866－54－1328

庁舎などは敷地内全面禁煙です
　「子どもにやさしい町」吉備中央町では、庁舎、保育園、幼稚園、こども園、小・中学校など公共施設において７
月１日から敷地内禁煙となりました。皆さんのご理解をお願いします。

　健康増進法が改正され、受動喫煙の防止が強化されました。

 �屋外や家庭など、喫煙が禁じられていない場所でたばこを吸うときも、まわりの人に煙を吸わせないように配慮
しなければいけません。また、加熱式たばこであっても受動喫煙は発生します。
 �たばこの先から出る煙以外にも、たばこを吸った人が吐き出す息や衣服、部屋の壁紙、カーテン、カーペットな
どに付着した有害物質を吸い込むサードハンドスモーク（三次喫煙）も問題になっています。喫煙後30～45分
間は、喫煙者の息から有害物質が出続けています。

　※禁煙をお考えの方へは、ご希望に応じて禁煙支援を実施します。保健課（☎0866-54-1326）へご相談ください。
お問い合わせ先 　総務課　行政班　☎0866－54－1313

〈改正のポイント〉
１．「望まない受動喫煙」をなくす
２．受動喫煙による健康への影響が大きい子どもや病気の人などに配慮する
３．施設・場所ごとに対策を実施

受動喫煙
ゼロに！

お問い合わせ先 　
福祉課　障害福祉班
☎0866－54－1317

特別児童扶養手当
●提出期間　８月13日～８月30日まで

種　類 手当月額（児童１人）

１　級 52,200円

２　級 34,770円
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INFORMATION FROM OFFICE

岡 山 県 青 少 年 相 談 員
◎青少年相談員制度について
　�青少年相談員制度は、地域において、青少年やその保護者が気軽に悩みや不安を相談できる窓口として昭和57年度
から設けられており、青少年や保護者からの相談に応じると共に、各種の学校支援活動及び青少年育成活動への参
加・協力や他の青少年の模範となる行為を顕彰する「わかば賞」の推薦と伝達を行っています。

　青少年に関するご相談やわかば賞に関するお問い合わせは、青少年相談員までお願いします。
◎どういう相談に応じてもらえるの？
　�非行やいじめ、不登校などの相談や、学校・友人関係の悩みなど、幅広い相談に応じます。電話相談にも面談相談
にも応じますので、お気軽にご相談ください。

　相談内容については秘密厳守いたします。また、専門相談機関の紹介も行っています。
◎「わかば賞」ってどんな賞？
　�「わかば賞」は、平素見落とされがちな青少年の身近な善行を広く地域住民みんなで認め、たたえ合う地域の賞で
す。青少年の模範となる行為を見つけたら、ぜひお近くの青少年相談員へお申し出ください。

◎私たちに相談してください。
小学校区 相談員氏名 連　絡　先

津 賀 小 学 校 大盛　雅員
　相談員へ電話相談を希望される方は、まず教
育委員会事務局生涯学習班までご連絡くださ
い。
　担当者より各学区の相談員さんに連絡いたし
ます。学区外の相談員さんにもご相談にいただ
けますので、お気軽にご相談ください。

円 城 小 学 校 黒田　員米
御 北 小 学 校 大北麻美子
上 竹 荘 小 学 校 土岩　典行
豊 野 小 学 校 石田　誠司
下 竹 荘 小 学 校 難波　治実
吉 川 小 学 校 河内留美子
大 和 小 学 校 堀井　正起
吉備高原小学校 山﨑　裕子

　※なお、中学校区は町内１校であるため、上記相談員どなたにでも相談していただいてもかまいませんので、お気
軽にご相談ください。

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191

　吉備中央町を走る
東京2020オリンピック聖火リレーランナーを募集しています

実 施 日 　2020年５月20日㈬
募集期間　　2019年８月31日㈯まで
公募人数 　２名
応募方法 　�岡山県のホームページ「東京2020オリンピック聖火リレー　岡山県内聖火ランナー募集サイト」に掲

載されている募集要項に従い、応募用紙に必要事項を記入の上、教育委員会事務局へ郵送（「聖火ラン
ナー応募」と朱書きすること）・メール・持参のいずれかの方法により提出してください。（URL：http://
www.pref.okayama.jp/page/torchrelay.html）

選考方法 　�吉備中央町実行委員会及び岡山県実行委員会において選考を実施し、東京2020組織委員会が当選者を
決定します。

当選発表 　�2019年12月以降、岡山県実行委員会より、当選の速報をご連絡します。�
その後、東京2020組織委員会から正式な当選通知をお送りします。

応募条件 　�・2008年４月１日以前に生まれた方�
・�吉備中央町にゆかりがある方（現時点または過去に居住していた、現時点で所属している職場や学校
がある、家族や親戚が居住している、過去に活動したことがあるなど）

お問い合わせ先 　〒716－1241　吉備中央町吉川4860－6
　　　　　　 お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191

相談員へ
ご相談

ください。
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役場からのお知らせ

吉備中央町観光協会花いっぱい運動助成金のご案内
　吉備中央町観光協会では、より多くの観光客を誘客するために幹線道路
隣接地へ花を植栽する「花いっぱい運動」への参加団体・法人を募集して
います。花の苗代を観光協会にて助成しておりますので、ぜひご利用くだ
さい。

■助成対象　吉備中央町観光協会加入している団体、法人

■助成内容　�団体が幹線道路隣接地に植栽した場合、花の苗代を全額補助
します。（補助金上限10,000円) 
＊幹線道路は国道、県道、ふるさと農道、大型農道、及び観
光協会が認めた幹線町道をいいます。

 令和元年度吉備中央町園芸産地形成推進事業について
　ぶどう・ブルーベリーの苗の植栽、野菜栽培用ハウスの設置を計画されている方は、事業の申請を受け付
けていますので、下記の窓口までご連絡をお願いいたします。
　また、申請期限を10月31日㈭までとさせていただきますので、現在申請を検討中の方は農林課へご相談
ください。

補助事業名 申請窓口 事業の内容 採択基準 補助率等

ぶどう
植栽助成事業 農林課

次の掲げる品種の苗代の
補助
１　ピオーネ
２　シャインマスカット
３　オーロラブラック
４　マスカット
５　紫苑

⑴�植栽地は１a以上、３本
以上の新植もしくは改植
であること。ただし、
50本を上限とする。
⑵�生産されたぶどうは、販
売を目的としていること。

⑶�果樹共済へ加入すること。

苗代1本につき、購入費（消
費税込）、若しくは上限額
2,000円のどちらか低い
額。

ブルーベリー
植栽助成事業

吉備中央町ブ
ルーベリー振興
協議会事務局

（道の駅かよう）

苗、土壌改良資材の補助

⑴�植栽地は３a以上、60本
以上の新植であること。
ただし、120本を上限と
する。
⑵�生産されたブルーベリー
は、販売を目的としてい
ること。

苗代１本につき、購入費
（消費税込）、若しくは上
限額2,500円のどちらか
低い額。
ピートモス25ℓ１袋につ
き、購入費（消費税込）、
若しくは上限額3,000円
のどちらか低い額。

ハウス野菜
産地形成推進事業 農林課 ハウス施設整備費の補助

⑴�ハウスの面積は100㎡以
上250㎡以内であること。

⑵�生産された野菜は、販売
を目的としていること。

ハウス施設整備費1／2以
内、若しくは1㎡あたり
2,250円のどちらか低い
額。ただし、消費税を除く。

お問い合わせ先 　農林課　農業振興班　☎0866－54－1318

お問い合わせ先 　吉備中央町観光協会（協働推進課内）☎0866－54－1301
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INFORMATION FROM OFFICE

吉備中央町職員を募集します
町では、令和元年度（令和２年４月採用予定）吉備中央町職員採用候補者試験を行います。

有功・善行表彰などの推薦をお願いします
　町では、町の自治、経済、社会、文化など様々な分野にわたり町の発展に寄与し、町民の福祉増進に功績のあっ
た方及び徳行が町民の模範と認められる方を広く表彰する「吉備中央町表彰規則」を定めています。
　表彰は、有功表彰、善行表彰、栄誉表彰などがあり、年に１回町長が表彰することとしています。
　あなたの周りで、特定の分野で功績・業績が顕著であり、表彰にふさわしい方がおられましたら、推薦してく
ださい。

◆有功表彰の対象…本町の産業、文化、教育、衛生、社会福祉等に寄与し、その功労が顕著なもの
　　　　　　　　 本町の公職、自治会の代表者等の職にあって、その功労が顕著なもの
◆善行表彰の対象…交通安全、災害の防止など公共のことに尽力し、その功績が顕著なもの
　　　　　　　　 善行・徳行が他の模範となるに足るもの
◆栄誉表彰の対象…学術、芸術、スポーツ、文化、発明発見、著述等において、その業績が顕著なもの

※推薦書の様式が必要な場合や不明な点がありましたら、総務課へご連絡ください。

お問い合わせ先 　総務課　行政班　0866－54－1313

表彰対象：町内に在住している個人又は事務所を持つ法人、団体等
推薦手続：推薦書を総務課へ提出してください。
締め切り：８月15日㈭
表　　彰：11月中旬(吉備中央町褒賞及び表彰等検討委員会において審査し表彰者を決定します)

⃝採用職種／採用予定人員
　一般事務職　　　　　　　若干名
　保育士及び幼稚園教諭　　若干名
⃝受験資格
　一般事務職  
　・�平成元年４月２日以降に生まれた人で、高等学校卒業又は同等以上の資格
を有する人（※高等学校在学中の方は受験できません）

　保育士及び幼稚園教諭
　・�昭和54年４月２日以降に生まれた人で、保育士証及び教育職員免許法による幼稚園
　　教諭普通免許状を有する人（令和２年３月31日までに取得見込の人を含む）
⃝第一次試験
　９月１日㈰　会場：吉備中央町農業振興センター
⃝受験申込受付期間
　７月９日㈫～８月14日㈬　※郵送による場合は、当日消印有効

　・申し込みには、受験申込書、履歴書、卒業（見込）証明書等が必要となります。
　・�詳しくは、各庁舎、各支所・出張所の受験案内または町公式ホームページをご確認ください。
URL　http://www.town.kibichuo.lg.jp/

お問い合わせ先 　総務課 行政班　☎0866－54－1313
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＊８月の課題は「飛ぶ」、９月の課題は「車」です。
　投句の方法…はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳
　
令
和
元
年
６
月
秀
句　
題
「
働
く
」�

（
津
賀
公
民
館
）

今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等
８月２日㈮ 上竹荘 ストレッチ体操教室 午前10時～　参加費300円　飲み物
８月６日㈫ 吉川 10時のおちゃにきてください！ 午前10時～　ゆる体操・ピアノ鑑賞　参加費100円

８月６日㈫ 大和 生き生き運動教室（ニュース
ポーツ） 午前10時～11時30分　上履き　飲み物

８月６日㈫ 津賀 ひざ腰肩　痛み改善教室 午前10時～　参加費200円　シューズ・飲み物
８月10日㈯ 大和 夏休み天文教室 午後２時～　工作　　午後７時頃～　観望会
８月11日㈰ 納地 ラジオ体操 午前６時30分～
８月13・27日㈫ 上竹荘 太極拳　～ 入門編 ～ 午後１時30分～　参加費200円　飲み物・シューズ
８月17日㈯ 円城 2019円城夏ものがたり（夏祭） 午後６時30分～９時　道の駅かもがわ第二駐車場

８月21日㈬ 御北 御北こども大学
～ 夏休みアニメ大会 ～

午後２時55分～　こぶとり爺さん・浦島太郎・花咲
か爺さん上映　参加費無料

８月21日㈬ 豊野 肩痛予防改善ストレッチ 午前10時～11時30分　飲み物
８月26日㈪ 吉川 薬膳で健康に！ 午前10時～　参加費1,200円　要申込
８月30日㈮ 大和 大和地区健康の集い 午前10時～　体操他　軽食有

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

公民館コーナー
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「
自
分
の
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
て
、他
人
の
こ
と

も
考
え
な
さ
い
。」

　
ま
た
言
わ
れ
た
。
こ
れ
が
ぼ
く
の
祖
母
の
口
グ
セ

だ
。

　

ぼ
く
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
こ
の
祖
母
を
「
バ
バ

ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
。
バ
バ
ち
ゃ
ん
は
手
足
共

に
細
く
て
、背
も
低
い
。
肉
体
は
弱
い
が
、バ
バ
ち
ゃ

ん
に
は
力
が
あ
る
。
そ
う
、
心
が
強
い
の
だ
。
ぼ
く

は
そ
の
反
対
で
、
体
は
強
い
。
し
か
し
、
心
は
す
ご

く
弱
い
。
だ
か
ら
バ
バ
ち
ゃ
ん
の
心
の
強
さ
に
は
な

ぜ
だ
か
少
し
あ
こ
が
れ
を
感
じ
る
。

　
ぼ
く
は
三
年
生
の
時
、
家
の
事
情
で
引
っ
越
す
こ

と
に
な
っ
た
。
車
で
何
時
間
も
か
け
て
、
着
い
た
の

が
バ
バ
ち
ゃ
ん
の
家
だ
っ
た
。
着
く
と
、
バ
バ
ち
ゃ

ん
は
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。
ぼ
く
た
ち
は
そ

う
し
て
こ
こ
、
吉
備
中
央
町
に
住
ん
で
い
る
。
こ
の

こ
と
は
一
生
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
し
、
同
時
に
バ
バ

ち
ゃ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
バ
バ
ち
ゃ
ん
は
パ
ー
ト
で
配
達
を
し
て
い
る
、
そ

の
た
め
、
昼
食
に
遅
れ
た
り
、
時
に
は
昼
食
を
食
べ

な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
の
上
、
家
庭

菜
園
も
や
っ
て
い
て
、
そ
の
手
入
れ
な
ど
も
毎
日
欠

か
さ
ず
や
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
朝
と
夜
の
料
理
や

四
人
分
の
洗
濯
、
妹
の
送
り
迎
え
な
ど
家
庭
の
こ
と

も
や
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

や
っ
て
い
て
疲
れ
き
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
弱
音
も

は
か
ず
に
毎
日
笑
顔
で
や
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
バ
バ
ち
ゃ
ん
に
ぼ
く
は
と
き
に
反
発
し
た

り
す
る
。
例
え
ば
最
初
に
紹
介
し
た
口
グ
セ
を
言
わ

れ
る
と
ぼ
く
は
、

　
「
も
う
、
う
る
さ
い
な
。
耳
に
タ
コ
だ
よ
。」

と
言
っ
て
し
ま
う
。
今
思
い
返
す
と
な
ぜ
あ
の
よ
う

な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
な
ど
と
思
う

こ
と
が
あ
る
。

　

バ
バ
ち
ゃ
ん
は
苦
し
い
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
人
の
た
め
に
、
何
か
し
て
あ
げ
る
や
さ
し

い
心
と
根
性
が
あ
る
。
そ
こ
に
ぼ
く
は
あ
こ
が
れ
た

の
だ
と
思
う
。
ぼ
く
に
は
そ
の
よ
う
な
す
ご
く
大
き

な
や
さ
し
さ
や
根
性
は
備
わ
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら

ぼ
く
は
バ
バ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
や
さ
し
さ
や
根
性
を

磨
き
上
げ
、
い
つ
か
立
派
な
自
分
に
な
り
た
い
と
思

う
。

　
「
あ
り
が
と
う
バ
バ
ち
ゃ
ん
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
。」

岡
山
県  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
30
年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、

�

山
下　
輝
さ
ん
の
「
強
い
ぞ
バ
バ
ち
ゃ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「強いぞババちゃん」
加賀中学校　１年

山下　輝さん
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出会いの

扉

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社

絵　
　
本

おーい、こちら灯台
あまがえるのかくれんぼ
くぬぎのもりのりすのがっこう

ソフィー・ブラッコール／評論社
かわしまはるこ／世界文化社
ふくざわゆみこ／アリス館

なまえのないねこ
もしもだるまにであったら
さんびきのおさる

町田尚子／小峰書店
福島モンタ／あかね書房
あべけんじ／福音館書店

児
童
書

図解 はじめて学ぶみんなの政治
プラレール超図鑑デラックス
こんどこそは名探偵

国分良成／晶文社
ポプラ社
杉山亮／偕成社

動物のくらし　玉川百科 こども博物誌
かんたんレベルアップ絵のかきかた１ 風景をかこう
キャプテンマークと銭湯と

小原芳明／玉川大学出版部
汐文社
佐藤いつ子／KADOKAWA

一
般
実
用
書

いちばん親切な年金の本 19-20年版
坐骨神経痛の痛み・しびれが消える本
休日が楽しみになる昼ごはん

清水典子／ナツメ社
銅冶英雄／洋泉社
小田真規子／文響社

お母さん！学校では防犯も
SEXも避妊も教えてくれませんよ！

立体交差／ジャンクション
DVD 地域で止める獣害対策①

のじまなみ／辰巳出版
大山顕／本の雑誌社
農文協

一
般
読
み
物

夏の坂道
椿宿の辺りに
今昔百鬼拾遺 鬼

村木嵐／潮出版社
梨木香歩／朝日新聞出版
京極夏彦／講談社

帰還
彼女たちの場合は
あずかりやさん１・２

堂場瞬一／文藝春秋
江國香織／集英社
大山淳子／ポプラ社

８月の休館日 かもがわ図書館	 ☎ 0867－34－1115
	  0867－34－1124
ロマン高原かよう図書館	 ☎ 0866－54－1331
	  0866－54－1311

5日　11日 
12日　18日
19日　26日
　※26日：人形劇終了後15：00～17：00開館

図
書館だより 2019 年８月号

とらまる人形劇団

８月26日（月）13：30～15：00
ロマン高原かよう総合会館 多目的ホール

�ある日、庄太が庭に傘を干していたら、強
い風がビュ～。風に飛ばされてやってきた
のは雲の上、そこにいたのはこわい顔のカ
ミナリさまでした‥。ゆかいな昔話。
� 「傘屋の天のぼり」より

新着図書
案内

『ふるさとの妖怪』
� 水木しげる／著　社会思想社  か

水木しげるさんが、本著で確かに取り
上げているコソコソ岩。円城細田から
豊岡へ抜ける道の途中にあって、人が
通るとコソコソと音をさせるという岩
です。水木妖怪ワールドのもとになっ
た全国の伝説録。

『岡山の伝説』
� 岡山県小学校国語教育研究会／編　日本標準  ㋺

岡山県内に伝わる伝説を、くずしたり
ゆがめたりせず、しかもわかりやすく
面白く書かれています。町内では、円
城「キュウモウ狸」、豊野「から池の
口のてんぐ」、竹荘「神子山」の３編
が収録されています。

【
町
に
ひ
っ
そ
り
と
妖
怪
が
…
】

吉
備
中
央
町
に
残
る
妖
怪
話
。河
童
に
大
蜘
蛛
、

人
を
だ
ま
す
狐
、小
豆
と
ぎ
に
提
灯
が
え
し・・。

な
ん
と
天
狗
も
お
っ
た
そ
う
な
。

子どもも大人も、お誘いあわせでも、おひとりでも、どうぞおいでください！

人形劇の後はバックヤードツアー
人形たちはどんなふうに動いているんだろう？
セットはどうなっているのかな？舞台裏もみせてもらえるよ！

夏休みのお楽しみ、
こども劇場

だよ！
無料

先着100名（要予約）

無料
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地域おこし協力隊便り Vol.

52

　広報きびちゅうおう５月号にて予告していた吉備中央町を１周する自転車イベント「合併15周年
記念　ツール・ド・吉備中央町 ～ Oh! Hey! So!の町をぐるっと１周 ～」を９月22日㈰に開催します。
　このイベントでは自転車に乗り、自然あふれる景色、アップダウンの多い高原ならではの地形を楽
しんでもらい吉備中央町を１周してもらいます。景色、地形がどんどんと変化する走りごたえのある
コースです。さらにコース途中にある休憩ポイントでは旬の食材、特産品を食べてもらい「食」の面
からも吉備中央町を楽しんでもらい、「ファンづくり」を目指していきます。
　このイベントを通してより多くの自転車乗りが訪れ、自転車を活用したまちづくりを行っていきた
いと思います。
　６月から募集を開始し、近隣市町村はもちろん、岡山県外からも多くの参加者が申し込まれていま
す。
　また、参加者以外にも現在ボランティアスタッフ（メイン会場、休憩ポイントのスタッフなど）を
募集しています。ご興味のある方はぜひ一度お問い合わせください。よろしくお願いいたします。

お問い合わせ先 　㈱kibily　☎080－2907－7347　Mail：kibily@kibitabi.jp

　こんにちは！新宅です。
　この6月末をもちまして、吉備中央町地域おこし協力隊の
任期が満了します。
　2016年7月に着任し、早くも3年が経ちました。この3年
間、皆さまによくしていただき、本当にありがとうござい
ます！
　協力隊の任期は満了を迎えますが、延長制度を使い、引
き続き協力隊として活動させていただきます。
　まだまだ若輩者ではございますが、引き続き精進してま
いりますので、よろしくお願いいたします！

� 令和元年6月　新宅　康平

任期満了のご報告
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Info
rmation

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
以
降
に
岡
山
県
の

区
域
内
で
発
生
し
た
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
ご
家
庭

に
対
し
て
、
岡
山
県
よ
り
災
害
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

●��

対　
　
象

　

�

現
に
自
己
の
生
活
の
本
拠
と
し
て
住
居

の
用
に
供
し
て
い
る
建
物
が
、全
壊
、大

規
模
半
壊
、
半
壊
、
床
上
浸
水
の
い
ず

れ
か
の
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
の
い
る

世
帯
。

※�

子
ど
も
と
は
、
被
災
日
を
基
準
と
し
て

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
お
子
さ
ま
（
平

成
30
年
７
月
豪
雨
の
場
合
、
平
成
12
年

4
月
2
日
か
ら
被
災
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ま
）
を
い
い
ま
す
。

●��

支
給
額

　

�

子
ど
も
一
人
当
た
り
２
万
円
（
当
該
世

帯
の
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
支
給
）

●��

申
請
方
法

　

�

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
左
記

の
申
請
先
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
市
町
村
役
場
の
窓
口
や
県
民

局
福
祉
振
興
課
等
で
配
付
し
て
い
る
ほ

か
、
岡
山
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●��

申
請
期
限

　

�

被
災
日
か
ら
1
年
間
（
平
成
30
年
７
月

豪
雨
分
は
令
和
元
年
10
月
31
日
ま
で
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】　

　
〒
７
０
３

−

８
２
７
８

　
岡
山
市
中
区
古
京
町
１

−
７

−

36

　
岡
山
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課

　
子
ど
も
災
害
見
舞
金
係

�
☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
８
７
４

岡
山
働
き
方
改
革
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
（
厚

生
労
働
省
岡
山
労
働
局
委
託
事
業
）
で
は

「
36
協
定
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
」

「
非
正
規
の
方
の
待
遇
を
よ
く
し
た
い
」

「
助
成
金
を
活
用
し
た
い
が
、
利
用
で
き
る

助
成
金
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
お
悩

み
を
持
つ
事
業
主
の
方
か
ら
の
ご
相
談
を

無
料
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

　
ご
希
望
に
応
じ
て
、
専
門
家
が
直
接
企

業
に
訪
問
し
、
労
働
時
間
管
理
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
、
賃
金
制
度
の
見
直
し
等
に
関
す
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�（
岡
山
市
北
区
厚
生
町
３
丁
目
１
番
15

号　
岡
山
商
工
会
議
所
内
）

�

☎
０
１
２
０

−

９
４
７

−

１
８
８

�

０
８
６

−

２
０
６

−

２
０
２
７

ふ
る
さ
と
岡
山
で
新
生
活
を
始
め
ま

せ
ん
か
？「
お
か
や
ま
Ｕ
タ
ー
ン・お

盆
移
住
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
！

　
岡
山
県
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
の
支
援
を
強
化

す
る
た
め
、
県
出
身
の
学
生
や
社
会
人
が

帰
省
す
る
時
期
に
合
わ
せ
て
、
市
町
村
や

職
業
紹
介
団
体
な
ど
が
参
加
す
る
移
住
相

談
会
を
県
内
で
開
催
し
、
移
住
支
援
制
度

や
就
職
関
連
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

●��

日　
時　
８
月
15
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

●��

場　
所

　

�

岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
８
Ｆ

　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
（
岡
山
市
北
区
奉
還
町
２

－

２

－

１
）

●��

対
象
者

　

�

岡
山
県
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
お
考
え
の
方

な
ど

●��

主
な
内
容
（
予
定
）

　

�

就
職
相
談
、転
職
相
談
、就
農
相
談
、住

ま
い
の
相
談
、
県
総
合
相
談
、
市
町
村

相
談
な
ど

●��

そ
の
他

　

�

入
場
無
料
、
予
約
不
要
（
希
望
者
は
事

前
申
込
可
能
）、
Ｕ
タ
ー
ン
で
な
い
方
も

大
歓
迎
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
中
山
間
・
地
域
振
興
課

�

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
８
６
２

職
場
で
の
労
働
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
た
相

談
や
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す

　
岡
山
県
労
働
委
員
会
で
は
、
県
内
の
事

業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者
と
使
用
者
と
の

間
に
生
じ
た
労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
（
紛
争
）
に
つ
い
て
、
専
門
家
が

公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
紛
争
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
労
働
者
と
使
用
者
の
間
の
紛
争
に
つ
い

て
は
、
当
事
者
同
士
で
自
主
的
に
解
決
す

る
の
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
自

主
的
な
解
決
が
困
難
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

就業規則の作成変
更、労働関係助成
金の活用などもア
ドバイスします！

「
子
ど
も
災
害
見
舞
金
」
を�

�

支
給
し
て
い
ま
す

町以外からの

お知らせ

20広報 　2019.８月号



INFORMATION

　
例
え
ば
、
労
働
者
が
使
用
者
か
ら
、
突

然
、解
雇
を
通
告
さ
れ
た
り
、賃
下
げ
、配

置
転
換
な
ど
を
受
け
、
労
働
者
と
使
用
者

が
対
立
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
当
委
員
会
に
ご

相
談
い
た
だ
く
と
、
対
応
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
と
共
に
、
必
要
に
応
じ
、
使
用
者
と

労
働
者
の
間
に
立
ち
、
解
決
に
向
け
た

あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局

�

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
５
６
３

岡
山
後
楽
園
夜
間
特
別
開
園

「
夏
の
幻
想
庭
園
」

　
夜
間
特
別
開
園
「
夏
の
幻
想
庭
園
」
は

多
彩
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
昼
間
と

は
異
な
っ
た
趣
あ
る
名
園
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
夏
の
風
物
詩
で
す
。

　
今
年
も
連
日「
庭
園
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」を

実
施
し
、
歴
史
文
化
講
座
や
和
の
体
験
会
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
の

金
曜
日
は
、
午
後
６
時
以
降
に
浴
衣
や
和

装
で
ご
来
園
い
た
だ
く
と
、
入
園
が
無
料

と
な
る
「
ゆ
か
た
Ｄ
ａ
ｙ
」
も
あ
り
ま
す
。

岡
山
城
で
は
、
夏
の
烏
城
灯
源
郷
を
同
時

開
催
。
雄
大
な
城
を
眺
め
な
が
ら
、
幻
想

的
な
庭
で
ぜ
い
た
く
な
夜
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

●��

日　
程　
８
月
１
日
㈭
～
８
月
31
日
㈯

●��

時　
間

　

�

午
後
６
時
～
９
時
30
分
（
入
園
は
午
後

９
時
ま
で
）

●��

入
園
料

　

�

大
人
４
０
０
円
、
65
歳
以
上
１
４
０
円
、

高
校
生
以
下
は
入
園
無
料

※�

イ
ベ
ン
ト
は
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
変
更

や
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
後
楽
園

�

☎
０
８
６

−
２
７
２

−

１
１
４
８

�

０
８
６

−
２
７
２

−

１
１
４
７

夏
休
み
に
お
け
る
少
年
の

非
行
・
犯
罪
被
害
防
止

　
夏
休
み
は
、
生
活
が
不
規
則
に
な
り
が

ち
で
、
開
放
感
か
ら
、
深
夜
は
い
か
い
な

ど
の
不
良
行
為
や
万
引
き
・
乗
り
物
盗
な

ど
の
非
行
に
走
り
や
す
く
な
る
時
期
で
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普

及
に
よ
り
、
少
年
が
有
害
な
情
報
に
触
れ

る
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
性
犯
罪
な
ど
の
被
害

に
遭
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も

と
何
で
も
話
し
合
え
る
雰
囲
気
づ
く
り
に

配
意
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
子
ど
も
の

生
活
態
度
や
持
ち
物
に
関
心
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
用
す
る
際
、
家
庭
に
お
い
て
、「
親
の
目

の
届
く
と
こ
ろ
で
使
用
す
る
」、「
夜
遅
く

ま
で
使
用
し
な
い
」、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
個
人
情
報
を
書
き
込
ま
な
い
」
な
ど
、

家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
は
親
の
背
中
を
見
て
育
ち
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
犯
罪
被
害
防
止

の
た
め
に
、
ま
ず
は
「
大
人
が
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
守
る
」
こ
と
を
実
践
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

●��

県
警
察
に
お
け
る
少
年
の
非
行
問
題
な

ど
の
相
談
窓
口
（
24
時
間
対
応
）

　
・��

電
話
相
談
窓
口
「
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン・

い
じ
め
１
１
０
番
」

�

☎
０
８
６

－

２
３
１

－

３
７
４
１

　
・���

電
子
メ
ー
ル
相
談
窓
口

　
　
「
ヤ
ン
グ
メ
ー
ル
」

　
　

youngm
ail@

pref.okayam
a.jp

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
警
察
本
部
少
年
課

�

　
☎
０
８
６

－

２
３
４

−

０
１
１
０

高
齢
者
講
習
制
度
の�

周
知
と
運
転
免
許
証
返
納

　
運
転
免
許
証
の
更
新
を
希
望
す
る
70
歳

以
上
の
方
は
、
更
新
手
続
き
前
に
「
高
齢

者
講
習
」
の
受
講
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
75
歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
者
講

習
の
前
に
、「
認
知
機
能
検
査
」
を
受
け
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

運
転
免
許
証
の
更
新
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
、
更
新
手
続
き
よ
り
前
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
認
知
機
能
検
査
や
高
齢
者
講
習
は
、
自

動
車
教
習
所
な
ど
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
検
査
や
講
習
は
大
勢
の
方
が
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
早
め
に
予
約
し
な
い
と
希
望

す
る
教
習
所
で
の
予
約
が
と
り
に
く
く
な

り
ま
す
。

　
誕
生
日
の
約
５
カ
月
前
に
届
く
案
内
の

は
が
き
を
受
け
取
っ
た
ら
、
早
め
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　

運
転
免
許
証
の
更
新
を
し
な
い
方
は
、

有
効
期
限
内
で
あ
れ
ば
、
運
転
免
許
証
を

返
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
返
納
さ
れ
た
方
は
、
身
分
証
明
書
に
な

る
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
や
、
バ
ス
な
ど

の
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
お
か

や
ま
愛
カ
ー
ド
」
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

�

　
☎
０
８
６

−

７
２
４

−

２
２
０
０
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みなさんからお便
り・イラスト・写真を
お待ちしています。

みんなの
ページ

おめでとう
満１歳

「まんま！」が口癖の双葉。沢山食べて
いっぱいおしゃべりしてくれるね。うま
れてきてくれて、ありがとう。だいすき！

● 平成30年８月15日生まれ 植う
え
す
ぎ杉

　
双ふ

た
ば葉 

ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

１歳の誕生日おめでとう！
元気いっぱいの彩葉。
これからもすくすく大きくなっ
てね♥

● 平成30年８月21日生まれ 穴あ
な
ぶ
き吹

　
彩い

ろ
は葉 

ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

生まれてくれてありがとう。
いつでも笑顔いっぱいの侑加
でいてね♥

● 平成30年８月31日生まれ 髙た
か
み見

　
侑ゆ

う
か加 

ち
ゃ
ん
（
和
田
）

Happy
Birthday!

ブルーベリーの季節です！ブルーベリーの季節です！
　吉備中央町では、ブルーベリーの栽培が盛んに行われてお
り、６月から８月にかけて収穫のシーズンを迎えています。
町内には多くのブルーベリー観光農園があり、直売所等で販
売もしています。甘くて美味しいブルーベリーを是非ご賞味
ください。

観光農園名 所在地 お問い合わせ先

Blue Berry（はるな園） 上竹3123 090-4899-3485

ブルーベリーランド吉備 上竹2065-2周辺 0866-55-6008

くずはら農園 上田西950 090-1012-2542

西田農園 上田西1196 090-1186-6424

小林農園（古那志屋） 上田西513-5 0867-34-0326

ブルーベリーファーム�
ふじわら 下加茂1278 0867-34-1000
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ボランティアで草刈り、草取り

　６月９日、高富・案田地区黒住教ボランティアグ
ループ（15名）が、今年もかもがわ総合福祉センター
敷地内の草刈りと草取りを行ってくださいました。
おかげさまでとてもきれいになりました。皆さんあ
りがとうございました。

平成を振り返る
　　～タイムスリップ in 吉備中央町～

広報かもがわ 1996年１月号

かもがわ総合スポーツ公園体育館
　平成７年10月26日かもがわ総合スポーツ公園体育館の落成式が行わ
れました。この施設は青島裕之建築設計室によるモダンなデザインで、
四角い建物を囲む１周250ｍの円形ランニングトラックが特徴です。
　平成７年12月10日にはNHKのど自慢の会場となり、約2,400名の
観客が集まりました。また、平成17年には第60回国民体育大会バレー
ボール成年男子９人制の会場となるなど、スポーツ振興の一躍を担っ
ています。

ボランティアで草刈り、草取り
～ かもがわ総合福祉センター ～

過去の広報紙を参考に
平成の出来事を紹介します！
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
御
北
小
学
校
創
立
30
周
年
記
念
式

典
で
の
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
の
様
子

で
す
。
上
空
を
飛
ん
で
い
く
風
船
を

眺
め
て
い
る
と
、
小
学
校
の
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
で
歌
っ
た
「
気
球
に
乗
っ

て
ど
こ
ま
で
も
」
が
頭
の
中
で
流
れ

て
き
ま
し
た
。
後
日
、
東
に
飛
ん
で

い
っ
た
風
船
を
拾
っ
て
く
だ
さ
っ
た

方
が
御
北
小
学
校
に
お
手
紙
を
送
っ

て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

EVENT INFORMATION
イベント情報

【
編
集
後
記
】

▼
今
月
の
表
紙
と
な
っ
た
御
北
小
学

校
創
立
30
周
年
記
念
式
典
で
は
、
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
30
年
間
の
卒
業
写

真
を
上
映
し
て
い
て
、
私
も
母
校
と

同
級
生
に
つ
い
て
思
い
返
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ウ
サ
ギ
の
世
話
を
し
た

り
、三
角
屋
根
の
部
屋
に
入
っ
た
り
、

放
課
後
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
し

て
騒
い
だ
り
。
ど
れ
も
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
で
す
。

　
そ
し
て
次
の
日
、
竹
谷
公
園
の
釣

り
と
つ
か
み
取
り
大
会
の
取
材
に
行

く
と
、
何
人
か
同
級
生
が
子
ど
も
を

連
れ
て
遊
び
に
来
て
い
て
ち
ょ
っ
と

し
た
同
窓
会
が
で
き
ま
し
た
。「
全
然

変
わ
ら
ん
な
ぁ
」「
そ
っ
ち
も
ね
」
と

輪
に
な
っ
て
話
し
て
い
る
と
、
あ
の

頃
の
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
思
い
出
し

た
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩

ん
で
い
る
姿
に
負
け
て
は
い
ら
れ
な

い
な
と
い
う
気
に
も
な
り
ま
し
た
。

�

難
波
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　６月１日、加賀中学校で第６回加賀中学校運動会が行われました。今年のテー
マは、「残せ感動 残すな後悔 ～Raise a Revolution～」として、生徒全員で力
いっぱい競技・演技し、後悔のない運動会にしようと頑張っていました。
　生徒たちは３ブロックに分かれ、リレーや長縄跳び、３人４脚など、練習の成
果を十分に発揮し、観客席の保護者たちからの声援を受け、優勝を目指して熱戦
を繰り広げました。生徒・保護者・先生が一体となって大いに盛り上がる運動会
になりました。

　６月２日、社会福祉法人吉備の里で第36回吉備の里ふるさと祭りが開催され
ました。吉備高原都市ができた当時から開催されている歴史のあるイベントで、
会場は多くの来場者で賑わっていました。町内の福祉団体や地域団体による屋台
が数多く出店されており、杵つき餅や竹パンづくり等、他では味わえない味覚が
たくさんありました。また、屋内ではステージイベントも行われ、なんぺーマ
ジックショーでは、科学を取り入れたマジックを実演し、子どもたちを魅了して
いました。

土から学ぶもの

第６回加賀中学校運動会

第36回吉備の里ふるさと祭り

TOPIC 1

TOPIC 2

TOPIC 3

　５月30日、案田地内で農事組合法人案田集落営農組合員10名と円城幼稚園児
10名が集まり手植えによる田植え作業が行われました。昨年、園内で稲をポッ
トで栽培していたところ、保護者の皆さまから「田んぼで田植え体験をしてみて
はどうか」という話があり、案田集落営農組合が田んぼを提供して下さり、食育
の一環として田植えと稲刈りを一緒に行うこととなりました。初めは園児たちは
ぬかるみに足を取られ、慎重に植えていましたが、徐々に手つきも早くなりあっ
という間に植え終わっていました。稲刈りを楽しみにしています。

PHOTO
TOPICS
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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　11,315人（−20） 男　5,474人（−11）
女　5,841人（− ９） 世　帯　5,372戸（−７）

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※令和元年７月１日現在　（　）は前月との増減

香典返し（金一封） 片山　隆輔（上田東）
この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）

22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町

こどもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

　５月25日、津賀小学校、幼稚園の運動会が開催されました。
暑い中、演技も係の仕事も全力でやりきり感動の連続でした。
引き継いで午後からの地区民運動会には地域から多くの皆さ
んが参加されました。私たち愛育委員は競技を終えた選手の皆
さんを退場門で迎えました。「よう頑張ったなぁ！」「しっかり
水分を摂って！」と声をかけると「大丈夫！」と笑顔満開でキ
ラキラ輝いて私たちを元気にしてくれました。これからも地域
の宝である子どもたちの成長を願って活動を展開していきた
いと思います。

熱中症を予防しよう！
　熱中症とは暑さによって体内の水分・塩分のバランスが崩れることや、体温の調節機能がおかし
くなることによって起こります。いつでもどこでもだれでも熱中症にかかる危険性がありますが、
熱中症は正しい予防方法を知り普段から気を付けることで防ぐことができます。

熱中症かな？と思ったときは…
　・涼しい場所に移動しましょう。
　・衣服をゆるめ、冷たいタオルや氷などで体を冷やしましょう。
　・水分と塩分の補給しましょう。
� 熱中症を防ぎ、暑い夏を乗り切りましょう！

愛育委員会活動報告 津賀支部

こまめな水分補給
⃝�のどの渇きを感じる前に、こまめに水分補給
をしましょう。寝る前にも水分補給を！
⃝�外出時は、飲み物を持ち歩きましょう。

外出時の工夫
⃝�炎天下の際はできるだけ外出を控え、外出時
は帽子や傘で暑さを避けましょう。
⃝�通気性がよく涼しい服装を心掛けましょう。

お部屋を涼しく
⃝�すだれやカーテンで直射日光をさえぎり、扇
風機やエアコンを上手に利用しましょう。
⃝�室内温度をこまめに確認しましょう。

日頃の体調管理
⃝�暑さに注意し、特に暑い日は無理をしないよ
うにしましょう。
⃝�バランスの良い食事と十分な睡眠をとりましょう。

自分で水を飲めない、
意識がはっきりしない場合
は、すぐに救急車を呼び

ましょう。
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